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青
年
部
会
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

『
会
員
相
互
の
交
流
と

親
睦
を
は
か
る
』

毎

年

、
ロ
月
の
定
例
役
員
会
の
日
程

に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
会
員
交
流
事
業
、

今
回
も
ホ
テ
ル
ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣
で
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
主
表
彰
式
を
兼
ね
た
交
流

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

志
水
部
会
長
の
下
、
新
体
制
で
取
組
ん

だ
会
員
勧
奨
活
動
は
叩
社
が
新
規
に
加
入

立IオA、
口いヱ三三

A 

ん
-

々

c
.
山
ぬ

斗
叶
J

・

1
玄

T
e
の
9

位
-

q
u
魯

ん
一

身

C
S

立
口

，

安
除
の
'
位
u

n

，ι
@
 

ん
，

々
c
e
井
場

仕向
e
の
一
勝
会

悪
z
a

例
年
よ
り
も
多
い
お

名
の
参
加
者
で
し
た
。

ぃ

、ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
で
は
、
ロ
ー
カ
ル

ル
l
ル
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
が
設
け
ら

一

れ
、
誰
も
が
優
勝
を
狙
え
ま
す
。
そ
れ
、ぞ

れ
の
レ

l
ン
で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

美
味
し
い
ご
馳
走
と
旨
い
お
酒
で
語
ら
い

な
が
ら
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
々
と
懇

親
を
深
め
つ
つ

2
0
0
7
年
を
終
え
ま
し

た
。
今
後
も
青
年
部
会
の
活
動
を
軸
に
横

の
繋
が
り
が
益
々
広
が

っ
て
い
く
と
思
い

…

ま
す
。

一

し
た
こ
と
も
あ
り
、

(
田
中

健
祐
)

せ
秋
も
深
ま
っ
た
山
々
を
見
な
が
ら
伊

香
保
へ
と
パ
ス
は
進
み
、

〈夢
二
記
念
館
〉

に
到
着
。
そ
こ
は
建
物
か
ら
大
正
ロ
マ

ン
夢
二
の
世
界
へ
引
き
込
ま
れ
、
作
品

の

一
つ

一
つ
に
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

も

っ
と
夢

二
の
世
界
に

浸
っ

て
居
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
現
実
に
戻
り
り
ん

ご
狩
り
、
ワ
イ
ン

工
場
へ
と
日
程
を
進

め
日
も
暮
れ
か
か

っ
た
頃
、

帰
路
に
着

き
ま
し
た
。
明
治
・
大
正
と
歴
史
に
触
れ
、

舌
切
り
雀
で
お
伽
話
に
親
し
み
、
晩
秋

の
群
馬
を
芸
術
・
味
覚
で
満
喫
し
た
楽

し
い

一
日
で
し
た
。

世界遺産暫定リストに登録された、富岡製糸場。

N 0 . 9 3 報.6. 
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社
会
貢
献
委
員
会
の
活
動
報
告

17売
名 o
.、国

最そ
20 
・L..II・・・・
つア

引
のコ
ール
目Z
..0. 
~ 

8
回
目
を
迎
え
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ゴ
ル

フ
大
会
は
、

m月
日
日
東
京
国
際
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
で
制
組
問
名
が
参
加
し
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

予
定
よ
り
参
加
者
が

多
か
っ
た
た
め
、

1
組

目
は

7
時
日
分
に
ス

タ
ー
ト
を
早
め
て
競
技

を
開
始
。
表
彰
式
は
最
終
組
、
が
ホ
ー
ル
ア

ウ
ト
す
る
の
を
待
っ
て
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
八
木
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
東
京
国
際

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
理
事
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
感
謝
状
を
八
木
会
長
が
手
渡
し

真剣にアテス卜しています。

ま
し
た
。

乾
杯
の
後
、
村
松
社
会
貢
献
委
員
長
よ

り
本
日
の
ワ
ン
オ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
金
が

3
9
2
，
o
o
o円
に
な
り
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
挨
拶
、
い
よ
い

よ
木
目
田
実
行
副
委
員
長
か
ら
成
績
の
発

表
で
す
。
女
性
の
部
か
ら
発
表
で
、
細
井

智
子
さ
ん
が
ネ
ッ
ト
九
・

2
で
優
勝
と
ベ

ス
グ
ロ
、
男
性
の
部
で
は
松
浦
正
行
さ
ん

が
叩
・

8
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
各
優
勝

者
か
ら
驚
き
と
喜
び
の

一言、
が
あ
り
、
最

後
に
東
候
実
行
委
員
長
か
ら
こ
の
大
会
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
と
皆
様
へ
の
感
謝
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

• 18 N 0 . 9 3 人会報j去田町



「
子
供
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

税
金
ク
イ
ズ
』

日
月
幻
日
忠
生
第

一
小
学
校
に
て
忠
生

子
供
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
朝
か
ら
生
憎
の
雨
の
た
め
体

育
館
に
て
小
学
1
年
か
ら
6
年
生
ま
で
の

約
捌
名
の
子
供
た
ち
が
、
ミ
ニ
グ
l
ム
や

映
画
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

私
達
社
会
貢
献
委
員
会
は
昼
食
後
の

時
を
お
借
り
し
て
税
金

O
×
ク
イ
ズ
を
行

い
ま
し
た
。
問
題
用
紙
を
配
り

一
問
、ずつ

O
か
×
の
方
に
行
く
と
い
う
グ
l
ム
感
覚

の
ク
イ
ズ
で
、
身
近
に
あ
る
物
と
税
金
の

関
わ
り
ゃ
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

税金クイズOか×か考え中です。

研修委員会の活動報告

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

今
回
は
。
超
初
心
者
向
け
。
と
い

う
の
が
良
か
っ
た
の
か
始
ま
っ
て

以
来
の
人
気
で
講
師
の
天
埜
先
生

も
う
れ
し
い
悲
鳴
。
楽
し
く
和
気

藷
々
と
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

超
初
心
者
向
け

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

メ
l
ル
の
基
礎

2
月
刊
円
・
時
日

参
加
数
百
名

参
加
者
の
年
齢
層
も
シ
ニ
ア
世
代
が
多

く
、
初
め
て
の
方
、
少
々
さ
わ
っ
た
こ
と

の
あ
る
方
な
ど
様
々
で
し
た
が
、
最
初
は

不
安
そ
う
だ
つ
た
顔
が
段
々
と
穏
や
か
な

顔
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

一
緒
に
参

加
さ
れ
た
八
木
会
長
も
「
出
来
ま
せ
ん
」
で

は
通
ら
な
い
時
代
に
な

っ
た
と
眼
を
細
め

な
が
ら
取
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

画
面
の
記
号
を
検
索
し
て
、
そ
こ
に
書

い
て
あ
る
文
章
を
読
む
。
法
人
会
や
様
々

な
会
社
の
ホ

1
ム
ぺ

l
ジ
、
催
し
物
な
ど

を
聞
い
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
以
前
習
っ

N 0 . 9 3 法人会報困町19・



た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
私
は

3
度
目

の
受
講
で
す
が
、

2
回
で
多
少
触
れ
る
様

に
な
っ
た
も
の
の
家
で
は
ノ

l
ト
パ
ソ
コ

ン
は
閉
じ
た
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。
自
慢
で
は
な
い
が
シ
ニ
ア
の
学
習
は

「
覚
え
る
よ
り
忘
れ
る
ほ
う
が
早
い
」
。
沢

山
の
記
号
を
覚
え
る
の
は
何
度
も
キ
ー

ボ
ー
ド
を
叩
き
慣
れ
る
し
か
な
い
、
今
度

は
シ
ツ
カ
リ
覚
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

エ
ク
セ
ル
応
用
編

t参 2
加月
数 14
10 日
名
n
0
・
n
u
i
I

4
1

・
n
u

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

剛
一
倍
活
用
法

2
月
時
日
時
一
∞
j

参
加
数
百
名
峠

先
に
写
真
の
撮
り
方
を
教
え
て
頂
き
、

次
に
自
分
が
持
参
し
た
メ
モ
リ
ー
カ

l
ド

か
ら
写
真
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
む
方

法
、
そ
し
て
そ
の
写
真
を
使
っ
て
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
画
像
を
縦
横
に
移

動
し
た
り
小
さ
く
し
た
り
、
額
縁
に
入
れ

た
り
そ
の
都
度
キ
ー
ボ
ー
ド
や
画
面
の
記

号
を
探
す
の
は
大
変
で
し
た
が
、
自
分
の

写
真
で

2
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
出
来
た
時

は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
皆
さ
ん
も
出
来
上

が
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
に
大
満
足
し
て
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
一
回
で
は
覚
え
ら
れ
な
い

の
で
、
継
続
し
て
開
催
し
て
欲
し
い
と
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
習
い
た
い
と

思
っ
た
時
は
「
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
で
覚
え
ら
れ
る
」

と
実
感
し
た
講

習
会
で
し
た
。

(宮

和
子
)

メリハリの良さか‘好評の天埜先生。

町田法人会のウエブサイトが
4月からリニューアルされます

• 20 

2度目のリニューアルで‘は、「伝えたい情報をより近

い位置に置き、タッチ感覚で利用で‘きること」をコンセ

プ卜に構築しました。

今後も社会への情報発信を心がけ、法人会に関心

を持っていただけるようにしたいと思います。

町 N 0 . 9 3 会報人法回



広
報
委
員
会
の
活
動
報
告

『
歩
い
て
わ
か
る
新
発
見
!
取
材
日
記
』

φ

小
川
・
つ
く
し
野
。

2
月

9
日
初
め
て
広
報
編
集
委
員
の
取

材
に
参
加
し
ま
し
た
。
成
瀬
駅
を
日
時
に

出
発
し
て
各
所
を
見
て
回
り
な
、
が
ら
す
ず

か
け
台
駅
に
た
ど
り
着
く
ル

l
ト
で
、
意

外
に
知
ら
な
い
事
も
多
い
ん
だ
な
あ
と

思
っ
た

一
日
で
し
た
。

小
川
は
あ
た
り
前
で
す
が
、

現
在
の
成
瀬

来
と
か
。

の
浄
水
場
ま
で
の
小
川
が
こ
の
地
名
の
由

ま
た
緩
や
か
な
丘
陵
が
続
き
、
杉
山
神

社
の
境
内
か
ら
眺
め
る
と
丘
に
繁
る
住
宅

の
数
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
が
、
昔
の
風
情
も

感
じ
ら
れ
懐
か
し
い
感
じ
が
こ
み
上
げ
て

き
ま
し
た
。

は
見ま
てた
歩何
くと
だ 言

今にも雪が降ってきそうな寒い日でした。 け っ
でて

あまもも
りす楽つ
まよしく
せ空くし
んきな野
よ巣つの
、じて邸

私やさ宅

市
制
施
行
前
の
「
南
村
字
小
川
」
と
称

し
た
地
域
を
め
ぐ

っ
た
わ
け
で
す
が
、
小

川
は

一
言
で
言
う
と
「
小
川
・
丘
陵
・
邸
宅
」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
小
川
で

小)11で牛に会えますヨ。

た
ち
は
:
:
:
)
こ
ん

な
家
に
住
ん
で
み
た

い
な
ー
と
い
う
お
宅

が
沢
山
あ
っ
て
散
歩

コ
l
ス
に
は
お
薦
め

で
す
。

最
終
近
く
の
つ
く

し
野
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

l
ク
に
着
い
た
頃
に

は
、
み
、ぞ
れ
ま
じ
り
の
雪
が
降
り
始
め
、

足
早
に
す
ず
か
け
台
駅
に
向
か
い
駅
前
の

庖
で
お
疲
れ
さ
ん
会
、
楽
し
い
時
聞
を
す

ご
し
ま
し
た
。
地
元
は
楽
し
い
!

(
小
口

伸
夫
)

福寿院には、弘法大師の像が…・ 。杉山神社の由来を観ています。

N 0 . 9 3 人会報法回田T• 21 



~a921 地球温暖化防止へのアクション

「わが家・わが社の

エコライフ自慢Jを
募集しています!

町田市では、「わが家・わが社のエコライフ自慢J
として、ご家庭や職場などで取り組んでいるfエコ
ライフJを募集しています。
「ちょっとした工夫で、地球にやさしく家計{会

社)にもやさしい!Jといったご家庭や職場でのア
イテrイJ7や商高街、地域での取組みなど奮ってご応

募ください。

2月21日に開催した講演会(青年部会・女性部会

主催)で、地球温暖化(気候変動)防止への取組み

として〈工コアクション21)が紹介されました。

近年、事業者聞の商取引においてもグリーン購入

など環境に配慮した経営が問われるようになりまし

た。この制度は、環境マネジメン卜国際規格である

IS014001をベースにしながら、簡易で、経費も安く、

中小企業で、も導入しやすい認証登録制度です。

町田市では、地域の二酸化炭素排出削減の施策

として、〈自治体イニシアティブ・プログラム〉を展開し

ています。市内の複数の事業者が一斉に工コアク

ション21の取得に取り組もうとするこのプログラムで

は、コンサルタント料などがかかりません。平成20年

度は7月から説明会の開催が予定されています。

詳しくは…

町田市のホームページ>暮らしのガイド>環境保

全・みどり>ストップ地球温暖化>晃てください、

教えてくださいfみんなのエコライフJ

お問合せは……町田市環境資源部環境保全課

(4月1日組織改正、旧環境・産業部)電話:042-724-2711

エコアクション21公式サイト h抗p://www.ea21.jp

ね
ず
み

2
0
0
8
年
子
年
十
二
支
が
一
巡
し
て
、
新
し
い
ス

タ
ー
ト
が
始
ま
る
一
年
。

科
学
技
術
の
進
化
・
環
境
の
変
化
・
食
文
化
の
豊

か
さ
の
反
面
、
地
球
の
温
暖
化
、
地
球
上
至
る
所
で
自

然
災
害
・
地
震
に
よ
る
被
害
、
い
つ
何
処
で
何
が
起
'
』

る
か
判
ら
な
い
昨
今
。

町
田
法
人
会
も
昨
年
『
チ
l
ム
マ
イ
ナ
ス

6
%』に

参
加
!
地
球
温
暖
化
対
策
に
各
企
業
も
努
力
し
て

い
w
ま
す
が
、
「
マ
イ
箸
・
マ
イ
パ
ッ
ク
と
地
味
な
努
力
、
非

常
時
に
遭
遇
し
て
も
良
い
よ
う
に
と
、
可
愛
い
懐
中

電
灯
・
笛
・
水
・
飴
な
ど
を
バ
ッ
ク
に
潜
ま
せ
、
少
々
の

災
害
で
は
大
丈
夫
・
・
・
・
・
・
」
と
女
性
な
が
ら
の
対
策
。

各
自
が
温
暖
化
を
考
慮
し
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
と
節

約
す
る
こ
と
が
い
ま
や
美
徳
の
時
期
。
小
さ
な
努
力
を

家
庭
で
も
そ
れ
ぞ
れ
が
意
識
を
持
ち
、
身
近
な
と
こ

ろ
、
出
来
る
こ
と
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
続
け
る
努
力
が

大
き
な
輪
と
な
り
、
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
か

ら

C
0
2
の
削
減
に
一
歩
ず
つ
近
づ
き
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
大
き
な
成
果
に
繋
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

各
企
業
・
家
庭
か
ら
温
暖
化
防
止
対
策
の
初
め
の

一
歩
、
小
さ
な
・
』
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。(吉
田

栄
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1時間まで無料。お気軽にどうぞ11

1.申し込み方法
(1)(社)東京法人会連合会事楽器~あて電話で申し込んでくだ
さL、。
TEL: 03-3357-0771 (土日祝日を除く午前911寺一午後4時)

(2) その際、 ①所属法人会名 ②法人名 ③相談者名④連絡

先電話番号をお知らせください。

(3)申し込み状況によってはお断りする場合もあります。

(4)申し込み後、別途、下記担当法律事務所あて電話のうえ

相談日時等を打ち合わせてください。その際、必ず「東

京法人会連合会の法律相談」利用の旨を告げてください。

(5)相談日時は毎週月l阻日から金11百日まで(祝日は除く)の

午前 101時・ 11時および午後211奇・311寺・41時です。

2.利用できる方
都内各法人会の会員企業および経蛍者等。(同一人の相談は

月l回に限らせていただきます。)

3.相談内容

法律全般。(相続等会社業務以外の相談も可。)

4担当法律事務所
羽野島法律事務所羽野島裕二弁護士 他3名

港区西新橋1丁目 20番3号虎ノ|げl法曹ピル501号
TEL : 03-3592-0541 FAX: 03-3592-0543 

5相談場所

在記法律事務所

交通 地下鉄都蛍三回線「内幸町J駅 (A3山口)徒歩3分
*京メトロ 銀座線 「虎ノ門J駅(J番出口)徒歩5分
jR r新総j駅(烏森口)徒歩7分

6.その他

・無料相談H寺聞は11時間までです。

((社)東京法人会迎合会が負担します。)

・1時間をj思えて相談される場合は相談者の負担となります。

・料金は延長30分ごとに、 5，000円(別途消費税)です。
そのtLjで笑1'1.をお支払いください。

く〉お問い合わせ先 (社)東京法人会連合会 TEじ03-3357・0771

aI.ん恕τ築ζ有明Iい未来 -制度の内容
・東京都所在の事業所であれば中小

企業に限らず、その従業員を加入さ

せることができます(ただし、年齢 14

旗6ヵ月超70歳6ヵ月以下に限ります)。
なお、掛金の払込みは満75歳までと
します。

お問い合わせ・資料請求は

・このililJ!主に加入する場合には、全従
業員を加入させなければなりません。

ただし、事業主自身、役貝 (f主閑人兼
務役員を除く)、事業主と生剖をーに

する親族は加入できません。

・中小企業退職金共済制度や適椅退

l限年金との重惚加入も認められてい

ます。

・退職年金による給付金の受け取り
退職給付金を年金(支給期間1:5年も
しくは10年)として受け取ることもできま
す。(掛金払込みWJ問10年、年金月額
2万円をともに越えている従業員にのみ

適用)

・過去勤務期間通算のおすすめ
ごの制度に加入する以前の勤務JUlliiJを、10
年を限度としてさかのぼることができます。(新

規加入'1'業百のみ適用)
※ご加入に際しては所定のパンフレ yトを必ず
ごらんくださL、

1- 干160・0002東京都新宿区坂町13-4全法違会館

想東法違特定退職金共済会便 TEL.(03)3357・1641開削 (附
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